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㈮
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。

１
人
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書
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だ
さ
い
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・
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☎
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４
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０
０
）

★サークル「めだかっこ」（毎週火曜日）

　▷７日／七夕会（給食）　▷14日／親子リトミック
　（給食）　▷21日、28日／プール遊び（給食）
★サークル「おんぶに抱っこ」（毎週金曜日）

　▷３日／乗り物遊び　▷10日／大型ブロック遊び
　▷17日／親子健康教室・おっぱい相談・虹の会読
　み聞かせ　▷24日／観劇会inオークホール　劇団
　風の子九州「ぴーかぶー」　▷31日／そえだジョイ
★ベビーサークル「あっぷっぷ」

　▷８日　▷22日／虹の会読み聞かせ
★マタニティサークル「ポコ・ア・ポコ」▷９日
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

日

広報そえだ（令和８年７月号）　10

８月生まれの
締め切りは、

７月10日㈮ です。

11　広報そえだ（令和８年７月号）

地域子育て支援センター

　　　７月の予定　　　７月の予定

地域子育て支援センター

　　　７月の予定

　福岡県では、同和問題の解決を目指して、昭和56年度から毎年７月を
「同和問題啓発強調月間」と定め、差別をなくす取り組みを行っています。
町でも、職場や街頭啓発などの取り組みを実施し「人権が尊重され、安
心して心豊かに暮らせるまち添田町」の実現に向けて、差別のないまち
づくりを進めています。この機会にあらためて、同和問題について考え
てみましょう。

差別の現実に深く学ぶ演題

前田　隆夫さん
（西日本新聞社論説委員）

講師

７月29日㈬ 19時～
（18時30分開場）

と　き

オークホールところ

入場料 無料
※手話通訳、託児（無料）あります

問 教育委員会社会教育課人権同和推進係（☎82-5800）

７月は 同和問題啓発強調月間です

月間中の主な取り組み
  ▷街頭啓発・職場啓発
  ▷人権啓発のぼり旗・
  　懸垂幕の設置
  ▷防災無線・町公式
　  LINEによる啓発
  ▷人権講演会の開催　など

人権講演会を開催します

説委員）

◉同和問題（部落差別）とは
　日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により国民の一部の人々
が長い間、経済的・社会的・文化的に低い状態に置かれることを強いられ、
結婚を反対されたり、就職などの日常生活の上で差別を受けたりするなど
している、わが国固有の人権問題です

◉一人で悩まずに相談ください
みんなの人権110番　☎0570-003-110
様々な人権問題の相談を受け付けています。電話は、最寄りの法務局
につながり、法務局職員または人権擁護委員がお受けします。

生まれの

お子さん

８
　 月

大 募 集 中 ！

１歳～６歳を迎えるのお子さんの写真を掲載しませんか

送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係 (☎82-4000)

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
　ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を下記アドレスまで
送信してください。

　５月20日、上中元寺地区の田んぼで添田小学校４年
生45人が田植えを行いました。田植えを行う前に田
中隆信さん（添田西）から植える苗の量や深さの指導
を受けた後、裸足になって田んぼに入る児童たち。初
めて田植えを行う児童も多く、最初はぬかるんだ泥を
歩くのも、苗を植えることも苦労していましたが、慣
れると上手に植えていました。苗を渡す係、植える係
と２交代で行い、スムーズな連携で例年にない速いス
ピードで、田んぼにはきれいに整列した苗が植わって
いました。５月29日には旧中元寺小学校近くの田んぼ
で、中元寺の自然を愛する会（宮金美樹会長）の皆さ
んの指導の中、くるみ保育園、みどり保育園の園児20
人が田植え体験を行いました。宮金さんや先生の指導
で園児たちは手や足だけでなく、顔や服まで泥まみれ
になりながら、楽しく苗を植えていました。

田んぼで学ぶお米の大切さと自然の恵み
小学生・保育園児が田植え体験

まちのホットNews

↑「田んぼ、冷たくて気持ちいい」と田植えに夢中になるくるみ保育園の園児たち

↑みんなで助け合いながら仲良く田植えをするみどり保育園の園児たち

↑「楽しく元気に植えると、苗に楽しさが伝わり豊作になる」と教えられ、みんな笑顔！↑ピンと貼られた縄に沿って植えていく添田小４年２組の児童たち


